
県内取組事例
宮崎県内の取組事例を紹介します。

建設業（ＤＸ取組事例）

ＡＩ技術を活用した建設業の書類作成補助機能による労働負荷の低減事業

事業者：株式会社坂下組（宮崎県小林市）

＜取組概要＞

建設業における労務安全関係の書類作成を、ＡＩ技術等を用いた入力補助機能
により入力作業を効率化し、作業者の労働負荷低減を実現したもの。

＜主な取組＞
作成書類の記入が必要な箇所と、台帳等の項目との関係を理解する「ナレッジベー
ス」等を構築し、入力候補の抽出を行う「入力補助機能」を構築。

取組を始めた背景：
これまで当社では、i-コンストラクションの推進（ドローンの活用など）、現場のICT 
化を進めていますが、一方で、建設業では帳票や報告資料などの書類作成の作業
工数が多く、業務に占める事務作業の割合が増大しています。また近年のコロナ感
染症流行の影響により、作業員の不足、外出自粛やテレワークの普及による活動
の制約、実施予算の削減など経営課題が顕在化したため。

効果（成果）と今後の課題：
（成果）

業務効率化:AI技術を用いた書類等の作成業務補助による労働負荷の低減。
安全性向上:建築業界向けの「ナレッジベース」の構築による、現場に安全管理業
務の質の向上と、経験の浅い施工管理者による安全管理業務の質の底上げ。

（今後の課題）
汎用性向上：出力帳票の数が少ないため、蓄積情報の幅を広げ、出力帳票の数

を増やす。

システム精度向上：管理者の教師データの見直しや回答者の回答率をもとに、入
力補助機能の精度を高める。

AI技術を活用し、過去データを蓄積し、蓄積したデータの関係性を可視化し、回答を導くシステム
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